
お客さまに寄り添い、信頼される〈地域総合サービスグループ〉として、地域社会の豊かな未来の創造に貢献します

決算ハイライト

2021年11月8日

2022年3月期第2四半期（中間期）



( 増減率 )

477 16 (3.5%)

338 7

105 17

34 △ 7

△ 6 △ 22

296 14

50 7

34 20

-           0

2 △ 1

167 12 (7.7%)

△ 6 △ 6

48 0

0 0

111 5 (4.7%)

特別損益

特定取引・その他業務利益

（△）

（△）与信費用

営業経費

（うち国債等債券関係損益）

親会社株主に帰属する

中間純利益

資金利益

役務取引等利益

持分法による投資損益

その他

連結粗利益

株式等関係損益

経常利益

（△）法人税等合計

2021年度

中間期
前年

同期比

非支配株主に帰属する

中間純利益
（△）

1

連結業績サマリー

2021年度中間決算の概要

(億円)

※

※ 当社は、2020年10月1日設立のため、2020年度中間期の連結計数はありませんが、参考として、

広島銀行を親会社とする旧組織の2020年度中間期の連結計数と比較しております。（以下同じ）

HD連結

1

2

3

4

• 資金利益は、貸出金利息は減少したものの、有価証券利息配当金の増
加と外貨調達費用の減少を主因に、前年同期比7億円増加

• 役務取引等利益は、法人ソリューション・アセットマネジメントに係る収益の増
加に加え、しまなみ債権回収とひろぎん証券が大きく寄与し、前年同期比
17億円増加

• 特定取引・その他業務利益は、国債等債券関係損益は大幅に減少したも
のの、ひろぎんリースの完全子会社化とひろぎん証券の寄与により、前年同
期比7億円の減少に止まる

• これらにより、連結粗利益は、前年同期比16億円増加の477億円

• 2年ぶりの増益となる、前年同期比5億円増益の111億円

• 本社ビル関連経費（移転に伴う初期費用を含む）の増加と連結子会社
の増加を主因に、前年同期比14億円増加

• 経費率（ ÷ ）は62.1％（前年同期比＋1.0ﾎﾟｲﾝﾄ）

ひろぎん証券、しまなみ債権回収の増益に加え、ひろぎんリー
スの完全子会社化が大きく寄与し、親会社株主に帰属する中
間純利益は前年同期比5億円増益の111億円

1 連結粗利益

2 営業経費

3 与信費用

• 大口個社要因に加え、一部のお取引先について予防的に引当を積み増し
たことから、前年同期比7億円増加

親会社株主に帰属する中間純利益4

2 １



( 増減率 )

426 △ 32 (△6.9%)

（うちコア業務粗利益） 433 △ 8 (△1.9%)

350 △ 16

72 9

3 0

0 △ 24

△ 6 △ 22

273 13

152 △ 45 (△22.7%)

159 △ 22 (△12.1%)

159 △ 22 (△12.1%)

49 6

33 19

12 5

149 △ 27 (△15.4%)

△ 6 △ 6

38 △ 8

104 △ 25 (△19.2%)

資金利益

その他業務利益

役務取引等利益

特定取引利益

業務粗利益

（△）法人税等合計

中間純利益

その他臨時損益

実質業務純益

（コア業務純益）

（コア業務純益（除く投信解約損益））

株式等関係損益

経常利益

特別損益

前年

同期比

（うち国債等債券関係損益）

（△）経費（除く臨時処理分）

（△）与信費用

2021年度

中間期

2

主要グループ会社の実績

広島銀行以外の主要グループ会社

(億円)

(億円)

グループ各社

1

2

3

4

前年

同期比

前年

同期比

前年

同期比

経常利益 10.1 5.7 3.9 3.7 5.9 △ 1.2

中間純利益 6.6 3.7 2.7 2.6 3.9 △ 1.0

2021年度

中間期

ひろぎん証券 ひろぎんリース

2021年度

中間期

しまなみ債権回収

2021年度

中間期

広島銀行

※

※ ひろぎんリースの完全子会社化により、親会社株主に帰属する
中間純利益への影響は前年同期比＋2.9億円

• 役務取引等利益は増加したものの、子会社からの受取配当金の減少
（△24億円）による資金利益の減少を主因に、前年同期比8億円減少

1 コア業務粗利益

子会社からの受取配当金の減少影響（HD連結では減益影響な
し）除きでは実質前年同期並みの、中間純利益104億円

• 本社ビル関連経費（移転に伴う初期費用を含む）の増加を主因に、前年同
期比13億円増加

• コア業務粗利益ベースの経費率（コアOHR、 ÷ ）は63.2％（前
年同期比＋4.3ﾎﾟｲﾝﾄ）

2 経費(除く臨時処理分）

3 与信費用
• 大口個社要因に加え、一部のお取引先について予防的に引当を積み増した

ことから、前年同期比6億円増加

• 前年同期比25億円の減益ながら、子会社からの受取配当金の減少影響
（HD連結では減益影響なし）除きでは実質前年同期並みの、104億円

中間純利益４

2 １



339 337 331 338 

109 92 88 
105 

9 39 41 
34 

'18/中間 '19/中間 '20/中間 '21/中間

連結経営成績の推移

3

連結粗利益
（億円）

役務取引等利益
（+17）

資金利益
（+7）

特定取引利益＋
その他業務利益

（△7、うち債券関
係損益△22）

458 469 461

（+16）

477

HD連結

経常利益／親会社株主に帰属する中間純利益

174 

195 

155 

167 

120

135

106
111

'18/中間 '19/中間 '20/中間 '21/中間

（億円）

（＋5）

（＋12）

親会社株主
に帰属する
中間純利益

経常利益

468 452 445 484 連結粗利益
(除く債券関係損益)

 連結粗利益は、国債等債券関係損益は大幅に減少（△22億円）したものの、ひろぎん証券、しまなみ債権回収に加え、ひろ
ぎんリースの完全子会社化が大きく寄与し、前年同期比16億円増加の477億円

 連結粗利益（除く国債等債券関係損益）は、マイナス金利下で減少が続いたが、大幅な増加に反転

 経常利益、親会社株主に帰属する中間純利益とも、2年ぶりの増益

《参考》



9 8 10 

19 0 

13 

0 

6 

35 

30 

24 

28 

15 

15 

14 

16 

'18/中間 '19/中間 '20/中間 '21/中間

69

（＋21）

コンサルティング業務に係る収益 および グループ会社当期純利益

4

法人・個人のお客さまに対するコンサルティング業務に係る収益 および グループ会社当期（中間）純利益 の合計

（億円）

エクイティビジネス
（+6）

アセットマネジメント
（+4）

59 法人ソリューション
（+2）

66

48

グループ会社
当期(中間)純利益

（+9）

HD連結

【内訳】 [参考] (億円)

前年

同期比
前年比

38 50 12 114 18

14 16 2 43 2

2 2 0 9 3

24 28 4 61 6

5 6 1 11 0

9 9 0 23 2

4 5 1 10 0

2 3 1 8 2

-        6 6 9 9

10 19 9 33 9

3 7 4 11 1

0 3 3 3 1

1 4 3 7 5

48 69 21 147 27 合計（①＋②）

 うちひろぎん証券

 うちしまなみ債権回収

 うち事業承継支援・Ｍ＆Ａ

'20/中間

実績

'21/中間

実績

’21年度

計画

 グループ会社

 当期（中間）純利益 ②

 うち信託

【銀行単体】

法人・個人のお客さまに対する

コンサルティング業務に係る収益 ①

 うちひろぎんリース ※

 法人ソリューション

 アセットマネジメント

エクイティビジネス

 うち金融商品仲介

 うち保険

 うち投資信託

※ ひろぎんリースの’20/中間実績は、完全子会社化前の議決権所有割合（20%）を乗じた額

 「中期計画2020」において経営目標として掲げ、重点的に取り組んでいる「コンサルティング業務に係る収益およびグループ会
社当期純利益」は、前年同期比21億円増加の69億円と順調に推移

 特に注力している法人ソリューション、金融商品仲介、信託に係る収益は、いずれも前年同期比増加

 グループ会社の中間純利益についても、ひろぎん証券、しまなみ債権回収等の寄与により、前年同期比大幅に増加



銀行単体の経営成績の推移 ①コア業務粗利益

5

コア業務粗利益

（億円）

銀行単体

資金利益の増減要因

352 347 366 350 

78 67 
63 

72 

10 
11 

11 9 

'18/中間 '19/中間 '20/中間 '21/中間

役務取引等利益
（+9）

資金利益
（▲16）

特定取引利益＋
その他業務利益

(除く債券関係損益)

（△2）

441
425

441
（△8）

433

’20/中間

円貨
貸出金利息

△9

平残
+2

利回り
△11

（億円）

平残
+5

利回り
△5

外貨
貸出金利息

±0

子会社
配当
△24

その他
＋6

有価証券
利息配当金

△18

平残
±0

利回り
△3

△預金＋
NCD利息

△3

貸出金利息 △9

’21/中間

その他
＋9

HD連結では取消し

（減益影響なし）

コロナ実質無利子融資制度
に係る利子補給金+2
日銀当座預金利息+2
外貨調達費用の減少等+5

350

366

 コア業務粗利益は、法人ソリューション・アセットマネジメントに係る収益の増加により役務取引等利益は増加したものの、資金
利益の減少を主因に、前年同期比8億円減少の433億円

 資金利益の減少（△16億円）については、HD連結では減益影響がない子会社からの受取配当金の減少（△24億円）が
最大要因であり、その他の要因の合計では前年同期比8億円の増加



139 135 132 123

109 113 110 130

16 16 17
19

60.1%
62.3%

58.9%

63.2%

'18/中間 '19/中間 '20/中間 '21/中間

銀行単体の経営成績の推移 ②経費、コア業務純益、中間純利益

6

経費（除く臨時処理分）・コアOHR

（億円）

銀行単体

コア業務純益／中間純利益

（億円）

176 

160 

181 

159 

126

140

129

104

'18/中間 '19/中間 '20/中間 '21/中間

（△25）

（△22）

中間純利益

コア業務純益

物件費
（+20）

人件費
（▲9）

税金
（＋2）

265 265 260
273

コアOHR

コアOHR ＝
経費

コア業務粗利益

（＋13）

 経費（除く臨時処理分）は、本社ビル関連経費（備品など、移転に伴う初期費用を含む）の増加による物件費の増加を主
因に、前年同期比13億円増加（コアOHRは前年同期比＋4.3ポイントの63.2％）

 コア業務純益は前年同期比22億円減益、中間純利益は前年同期比25億円減益ながら、子会社からの受取配当金の減少
影響（HD連結では減益影響なし）除きでは、実質前年同期並みの水準を確保



48,604 49,568 48,814 
51,484 

16,192 16,335 16,594 
16,756 

26,447 26,950 27,498 26,816 

'20/3末 '20/9末 '21/3末 '21/9末64,833 65,944 64,808 67,663 

423

441

474

480

718

698

239

289

308

331

'20/3末 '20/9末 '21/3末 '21/9末

65,496

7

グループ総与信（貸出金＋私募債+リース＋プライベートエクイティ投資等）

【HD連結】 グループ総与信 【銀行単体】 貸出金残高

PE投資等※1

（＋42、
年率+14.5％)

私募債
（＋39、

年率+8.8％）

貸出金（連結）

（＋1,719、
年率+2.6％）

（億円）

個人ローン
（+421、

年率+2.6%）

事業性貸出等
（+1,916、
年率+3.9%）

64,797 65,903 65,408

(+2,337、
年率+3.5％）

68,240

（億円）

66,310

69,174

HD連結
銀行単体

※1.PE投資等には、私募REIT出資を含んでいます。

※2.2021年3月1日付で完全子会社化したひろぎんリースのリース債権を計上しています。

20/9末比

239 289 308 331 42

うち出資残高 96 103 131 147 44

-           -           718 698 698

423 441 474 480 39

'20/9末 '21/3末 ’21/9末

リース債権 ※2

PE投資(出資約束額)等 ※1

'20/3末

私募債

（億円）

うち
中小企業向け貸出

（▲134、
年率▲0.5%）

(+2,498、
年率+3.7％)

リース債権※2

66,676

 地元のお取引先に対する信用リスクテイクを最優先する中、貸出・リースに加えて、私募債の受託、私募ＲＥＩＴ出資を含め
たプライベートエクイティ投資（資本性資金の供給）についても、グループ一体となって積極的に対応

 グループ総与信は、2020/9末比2,498億円増加の6兆9,174億円

 銀行単体の貸出金残高のうち中小企業向け貸出は2020/9末対比で微減



25
10

43 496 32

68

0.05% 0.07%

0.17% 0.14%

'18年度 '19年度 '20年度 '21/中間

31

42

111

下期

上期

59 61 59 57

457 461
553 523

185 176

287 396

1.15% 1.06%

1.36% 1.41%

'19/3末 '20/3末 '21/3末 '21/9末

8

金融再生法開示債権額・不良債権比率与信費用・与信費用比率

与信費用、不良債権

（億円）

危険債権
（▲30）

要管理債権
（+109）

破産更生
債権等
(▲2）

（億円）

与信費用
（+6）

701

与信費用比率

不良債権比率

698

976

銀行単体

（億円・％） （億円・%）

899

'08年度 '09年度 '10年度 '11年度 '18年度 '19年度 '20年度 '21/中間

与信費用 232 146 119 91 31 42 111 49

与信費用比率 0.53 0.33 0.27 0.20 0.05 0.07 0.17 0.14

・・・

’09/3末 ’10/3末 ’11/3末 ’12/3末 ’19/3末 ’20/3末 ’21/3末 ’21/9末

金融再生法開示債権額 1,284 1,119 1,158 1,052 701 698 899 976

不良債権比率 2.82 2.50 2.60 2.31 1.15 1.06 1.36 1.41

・・・

与信費用（※）

貸出金残高
与信費用比率 ＝

（注）金融再生法開示債権額は、単位未満を四捨五入して表示しています。

金融再生法開示債権額

総与信
不良債権比率 ＝

※ ’21/中間は、年換算（365/183）にて算出

 銀行単体の与信費用は、大口個社要因に加え、一部のお取引先について予防的に引当を積み増したことから、前年同期比6
億円増加の49億円（年換算の与信費用比率は0.14％）

 金融再生法開示債権額、不良債権比率とも、2021/3末比で増加・上昇したものの、低い水準を維持

(+77）



77,090 

83,237 
86,996 88,119 

8,703 

8,365 

7,813 7,422 

2,457 

2,884 

3,115 3,423 

3,899 

4,317 

4,726 4,693 

'20/3末 '20/9末 '21/3末 '21/9末

総預り資産(広島銀行＋ひろぎん証券)、預金等(預金+譲渡性預金)

9

【HD連結】 総預り資産(広島銀行＋ひろぎん証券)

（億円）
(+4,853、

年率+4.9％)

49,998 
52,469 54,485 55,838 

23,580 

25,729 
27,505 26,967 

3,511 

5,038 

5,005 5,313 

'20/3末 '20/9末 '21/3末 '21/9末

（億円）

個人預金
（＋3,369、
年率+6.4%）

法人預金
（＋1,238、
年率+4.8%）

公金・金融預金
（＋275、

年率＋5.5%）

【銀行単体】 預金等（預金＋譲渡性預金）残高

77,090

83,237
86,996

(+4,882、
年率+5.9％)

88,119

預金等
（＋4,882、
年率+5.9%）

非預金
(除く金融商品仲介)

（▲943、
年率▲11.3%）

HD連結
銀行単体

92,151

98,805

102,652 103,658
ひろぎん証券

(除く金融商品仲介)
（＋376、

年率+8.7%）

（注）１．ひろぎん証券の残高は、時価ベースです。
２．「ひろぎんアプリ」を通じた金融商品仲介（楽天証券・SBI証券）は含んでおりません。

金融商品仲介
（＋539、

年率+18.7%）

 総預り資産（広島銀行＋ひろぎん証券）は、預金等の増加に加え、“銀証連携の強化”によるひろぎん証券・金融商品仲介の
預り資産の増加を主因に、2020/9末比4,853億円増加の10兆3,658億円

 銀行単体の預金等残高は、個人預金、法人預金、公金・金融預金とも、2020/9末比で大幅に増加



167 335 25 20

111 235 20 15
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る

当 期 純 利 益

前年比

経 常 利 益

（億円）

年初

公表比

2021年度

業績予想
中間期

実績

2021年度の業績予想・配当予想

2021年度の業績予想

親会社株主に帰属する
当期純利益

1株当たり配当金額
連結配当性向

①安定配当 ②業績連動配当 ①＋②

330億円超～

18円

18円 36円 ～34.1%未満

300億円超
～330億円以下

15円 33円
31.2%以上

～34.4%未満

270億円超
～300億円以下

12円 30円
31.2%以上

～34.7%未満

240億円超
～270億円以下

9円 27円
31.2%以上

～35.1%未満

210億円超
～240億円以下

6円 24円
31.2%以上

～35.7%未満

180億円超
～210億円以下

3円 21円
31.2%以上

～36.4%未満

～180億円以下 0円 18円 31.2%以上～

（参考）配当目安テーブル
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HD連結

350 690 △ 12 15

82 170 7 -         

433 860 △ 5 15

(△) 273 545 12 △ 5

159 315 △ 16 20

149 295 △ 15 10

104 215 △ 8 10

(△) 49 95 △ 16 10

コ ア 業 務 純 益

（億円）

年初

公表比
前年比

与 信 費 用

コ ア 業 務 粗 利 益

当 期 純 利 益

資 金 利 益

2021年度

業績予想

経 費

経 常 利 益

中間期

実績

非 資 金 利 益

（参考）広島銀行の2021年度の個別業績予想

2021年度の配当予想

１株当たり年間配当金は24円

 通期の業績予想について、年初予想から上方修正（HD連結当期純利益:220億円 ⇒ 修正予想235億円）

 配当予想については、１株当たり年間配当金24円を据え置き

 なお、中間配当は年初予想どおり１株当たり12円実施（2021年11月8日開催の取締役会で決議済み）



※3 グループ会社連結寄与度＝
グループ会社当期（中間）純利益(※2)

親会社株主に帰属する当期（中間）純利益

※2 グループ会社当期純利益＝銀行を除く連結子会社の当期（中間）純利益に
出資比率を乗じた額の合計

親会社株主に帰属する当期純利益

215

111

'20年度

実績

'21/中間

実績

'23年度

計画

270億円超

法人・個人のお客さまに対するコンサルティング業務に
係る収益※1およびグループ会社当期純利益※2の合計

'20年度

実績

'21/中間

実績

'23年度

計画

120

160億円以上

グループ会社連結寄与度※3

'20年度

実績

'21/中間

実績

'23年度

計画

11.4%
12%以上

連結ROE

'20年度

実績

'21/中間

実績

'23年度

計画

4.3%
5%以上

連結自己資本比率

'20年度

実績

'21/中間

実績

'23年度

計画

10.６%
10%以上

《参考》「中期計画2020」における経営目標の進捗状況
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HD連結

※1 法人・個人のお客さまに対する
コンサルティング業務に係る収益

法人ソリューション、アセットマネジメントおよび
エクイティビジネスに係る収益の合計

=

17.5%

10.6% 4.3%

69

‘21年度計画

235億円

‘21年度計画

147億円

‘21年度計画

14.5％

‘21年度計画

10.2％

‘21年度計画

4.5％


